
カーボン・シナジー・コンソーシアム
でのクレジット創出の取り組み

2025年10月21日

クレアトゥラ株式会社
C r e a t t u r a C o . ,  L t d .

J-クレジット オムニバスセミナーDAY2【創出編】



会社概要（1/2）

©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  1



会社概要（2/2）

©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  2



地域と連携した事業の取組事例

3



4
©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  

現状の課題と解決に向けて

➢ 現状の地域の課題：地域の環境価値が埋もれている

• 様々な脱炭素施策を推進している、もしくは、推進したいと考えている一方で、自治体施設、及び、地域の中小
企業・個人の環境価値をクレジット化できておらず、有効な活用が出来ていないこと。

➢ 地域や企業でのクレジット化に向けての課題：

• 登録・認証に係る手続きの事務的負担、費用負担で断念している。

➢ クレジットが必要な企業の課題：

• GX-ETSの本格稼働を考慮するとクレジットを確保することが必要。

➢ 「カーボン・シナジー・コンソーシアム」の取り組みに参加していただき、その仕組みの中で効率的・効果的に地域に
埋もれている環境価値をクレジットに変換していく



カーボン・シナジー・コンソーシアムの概要
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＜コンソーシアム会員企業＞ (2025.7.18現在) ※50音順

アストモスエネルギー株式会社、株式会社アドバコム、ES株式会社、eMotion Fleet株式会社、エコモット株式会社、株式会社サイエンスマスター、株式会社WBエナジー、

株式会社TAYASU、株式会社地域創生Coデザイン研究所、東京ガス株式会社、宮崎ガス株式会社

» 事務局：クレアトゥラ株式会社

» 設立日：2025年7月18日

» 目  的：各地域にて実施している脱炭素活動において、環境価値が発生しているにも関わらず、その価値をカーボンクレジットに出来ていないという課題が

 あると考えている。その課題解決に向けて、各地域にネットワークを持つ会員企業とともに、地域に埋もれている環境価値を発掘・J-クレジットに変換

 し、その売却益を地域に還元することにより、地域の脱炭素活動の加速化と新たな地域創生の枠組みを構築してまいります。

カーボン・シナジー・コンソーシアム
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カーボン・シナジー・コンソーシアムにおける取組内容

➢ コンソーシアム会員企業が保有するネットワークを活用し、地域の会員賛同者において埋もれている環境価値を発掘する

➢ J-クレジット制度のプログラム型プロジェクト（※）を全国規模で展開することにより、家庭・中小企業・自治体等において埋もれ

ている環境価値を効率的・効果的にクレジット変換

➢ コンソーシアム事務局のクレアトゥラ（株）が仕組みにて特許を取得しているトレーサビリティシステム「Lynx Connect」を活用し、

クレジットの創出元、創出量を管理。クレジット購入者との紐づけにより、クレジットの地産地消状況などの把握が可能。自らプロ

ジェクトを立ち上げたような効果を得られる

➢ 複数の方法論でのプロジェクト化により、クレジットの創出機会を拡大

➢ クレジット販売収益の還元により、投資回収の前倒し、地域の環境活動の加速など、次の活動へ繋がる

©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  
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※プログラム型プロジェクトとは

出典：J-クレジット制度HPより一部抜粋
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J-クレジット制度のポイント

➢ 「プロジェクト」を登録し様々な省エネ、再エネ設備の環境価値からクレジットを創出出来る

• 省エネ：ボイラー、照明設備、コージェネレーション、空調、冷凍冷蔵、EV/PHV、他

• 再エネ：太陽光発電、木質バイオマス、他

• 農業：バイオ炭、水田中干し延長、他

• 森林：森林経営、他

➢ 自らプロジェクトを組成せずとも「プログラム型プロジェクト」への参加が出来る

• 複数の削減・吸収活動をまとめて登録できる

• プロジェクト開始以降でも随時参加が可能

• プロジェクト登録・クレジット認証に係る費用を削減できる

➢ » その他のポイント

• 入会の2年前以降に稼働した設備が対象

• クレジットの認証期間は8年間（最大16年間）継続

• 追加性を有すること

※詳細内容については、J-クレジット制度ホームページ等でご確認ください。



カーボン・シナジー・コンソーシアム
プログラム運営

カーボン・シナジー・コンソーシアムの全体像

➢ 本コンソーシアムが取り組むプログラム型プロジェクトに参画することで、クレジット創出に係る業務の軽減、プロジェクト登録・クレジット

申請に係る経済的な負担を軽減でき、効率的にクレジットを創出することが可能。
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コンソーシアム
会員企業

システム構築・
クレジット関連業務

カーボンクレジットの
認証を実施

制度事務局

カーボンクレジットを
使った排出量の

埋め合わせ

貴社・参加企業・
地域に関連する企業

自治体A

自治体B

企業C

ユーザ

ユーザ

サービス
提供・利用

サービス
提供・利用

クレジットの申請

クレジットの販売

<特徴>
• プログラム型の申請をすることで、複数自治体・企業のユーザの

特定方法論による削減量を1つの申請単位で取り纏めが可能
<課題>
• しかし、全ての削減量がコンソーシアムのプログラムのクレジットとして

創出されてしまうため、各地域の貢献が把握できなくなってしまう

自治体・企業等
会員賛同者との調整
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クレジットの取得

クレジットの購入

企業
①

企業
②

企業
③

…



カーボン・シナジー・コンソーシアムの強み ～トレーサビリティシステム Lynx Connect～

➢ プログラム型の運用によって1つの申請単位として見えなくなってしまった各地域の削減活動を、クレアトゥラが取得した特許を活用することで、クレジットの管理単
位を細かくし、創出されたクレジットが、どこで生まれ・使われたのか、地方の貢献や地産地消の把握をすることが可能。

➢ これにより、クレジットの地産地消を確実に「見える化」することができ、かつ、対外的な説明根拠として客観性や信頼性を担保。
➢ 自治体もネットゼロ目標への寄与を特定することが可能となり、地球温暖化対策に貢献したことを明確に謳うことが可能。

9

1ton-CO2単位×
申請者単位

1kg-CO2単位×
EV単位

自治体A J-クレジット発行

クレジット発行

利用企業等 クレジットの粒度を
細分化し、どの車両
で生まれた
クレジットかを管理

自治体B

企業C

• EV車両番号
• クレジット量
• クレジット購入企業

EVの例：
車両毎に走行データ
を管理

細分化管理

1kg-CO2単位×
EV単位

購入者との紐づけ

クレジットと車両の
情報と紐づけ、誰に
売られたかを管理

凡例 一般的な管理内容

弊社独自機能

例）2ton-CO2のクレジット

EV-自治体A①：450kg-CO2
EV-自治体A②：700kg-CO2
EV-自治体B①：850kg-CO2

• 地元企業が購入したか等を判別し、クレジットの創出だけなく、域内での地産地消の状況を把握することが出来る。
• 当該トレーサビリティの仕組みついては弊社で特許を取得済み。（特願２０２４－０７９２０６）

ユーザ
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登録済・予定の主なプロジェクト一覧

» 太陽光発電設備・蓄電池 ※登録申請中

» バイオマスボイラー ※登録申請中

» LED照明 ※第67回認証委員会(12/2)で登録申請予定

» ボイラー ※第67回認証委員会(12/2)で登録申請予定

» 空調設備 ※第68回認証委員会(3/3)で登録申請予定

©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  
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自治体 事業所等

ご家庭

» 太陽光発電設備・蓄電池 ※登録申請中

» コージェネレーションシステム（エネファーム）※登録申請中

» 水稲栽培における中干し期間の延長

» ボイラー（エコジョーズ）  ※第67回認証委員会(12/2)で登録申請予定

» 太陽光発電設備・蓄電池 ※登録申請中

» バイオマスボイラー ※登録申請中

» 水稲栽培における中干し期間の延長

» LED照明 ※第67回認証委員会(12/2)で登録申請予定

» ボイラー ※第67回認証委員会(12/2)で登録申請予定

» 空調設備 ※第68回認証委員会(3/3)で登録申請予定

※第68回認証委員会以降も順次プロジェクト化予定



各クレジット創出活動参加者のメリット

» 小規模な活動でもクレジット化の機会

» クレジットの収益により地域の脱炭素推進の加速

» 地域の脱炭素活動の可視化・PR

» プロジェクト登録・クレジット申請の手続き・費用の削減

©2025 Creattura Co., Ltd. All Rights Reserved.  
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自治体 省エネ・再エネ導入企業

» 小規模な活動でもクレジット化の機会

» クレジットの収益により導入設備の投資回収の前倒し。
次の活動へ

» プロジェクト登録・クレジット申請の手続き・費用の削減

» 地域・取引先への環境価値のクレジット化による収益モデル提案

» 出自の明確なカーボン・オフセット源の確保

» クレジット入手手段の確保

» 関係地域での貢献のアピール

地域ネットワークを持つ企業様 / 
省エネ・再エネ設備を販売する企業

・域内家庭
・公共施設 ・自社設備

・販売先
企業・家庭

・自治体連携

：クレジット創出場所イメージ



ありがとうございました

+81 03-6777-7880

info@creattura.com

www.creattura.com

免責事項

• 本資料は、作成日において弊社が信頼できると判断した情報等

に基づいて作成したものであり、その情報の正確性・確実性につい

て保証するものではありません。また、今後の業界動向等の変化

により、内容が変更となる場合がございます

• 本資料を使用した結果について、弊社は責任を負いません

• 本資料に係る一切の権利は、他社資料の引用部分を除いてクレ

アトゥラ株式会社に属し、いかなる目的であれ、本資料の一部また

は全部の無断での使用・複製はお断りいたします
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